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表彰区分 実装部門 推薦都道府県 茨城県 

地方公共団体名 つくば市 （施行時特例市） 

取組名称 
オンラインを活用し地域の科学教育リソースと子供たちを繋ぎ学びの場を提

供する「つくば STEAMコンパス」 

連携自治体、企

業、団体等 

市内大学・研究機関・企業に所属する研究者、株式会社ロフトワーク（委託

事業者） 

デジタルを活用

した取組の概要

（デジタルを活

用した取組の全

体概要と解決す

る個別課題の具

体的内容） 

（種類） ① 
（左記が①の場合

の分野） 
教育 

【デジタルを活用した取組の全体概要】 

○ 子どもたちが自発的につくばの科学教育リソースにアクセスし、興味・

関心に応じた情報（研究者、科学教育イベント等）を知ったり、相談で

きるオンライン環境「つくば STEAMコンパス」を整備することで、子ど

もたちの継続的な学びを支援し、「未来を生きる力」を育成する取組。 

STEAMとは：Science（科学）、Technology（技術）、Engineering（工

学）、Art（芸術、リベラルアーツ）、Mathematics（数学）の頭文字 

【実施に至る経緯・動機】 

○ つくばの強み（科学技術）を活かし、子育て世代の移住定住ニーズの高

い「学力・知力の向上ができる教育環境」を提供し、特に東京圏からの

子育て世代の転入を加速させるとともに、次の世代の子どもたちもつく

ば市で育てたいと思える「まち」をつくることで、持続的な人口の維

持・増加を目指したもの。 

○ コロナ禍による学校の休校、科学教育イベント自粛等により、従来子ど

もたちが経験・体験することができた学びの場を継続するための環境づ

くりが急務であった。 

【解決する課題の具体的内容】 

○ 情報化、グローバル化といった社会変革が予測困難なスピードで進展し

ていく将来世代にとって、科学技術を正しく理解し活用する力、課題を

主体的に発見し解決する力等を養うのに STEAM教育が有効である中、十

分な取組ができていなかった。 

○ また、コロナ禍による休校など、学習の継続が困難になった子どもたち

に対してオンラインを活用した学習支援の場を提供することで、休校期

間を「自分の興味・関心を探求する時間」という前向きな位置づけに転

換することが可能となった。 

参考：つくばこどもクエスチョンオンライン 

https://tsukuba-steam.com/kodomo-question/ 

○ 市内には約 150にも及ぶ官民の研究機関等、１万人以上の研究者が集積

しており、科学教育を推進していく上で、最適な人的資源と学習素材と

しての科学技術リソースが揃っているが、それらが「見える化」されて

おらず、活かされていなかった。 



○ これらのリソース情報を「つくば STEAMコンパス」ポータルサイトに集

約化するとともに、子どもたちへの科学教育へ協力いただける地域の研

究者ネットワークを構築したことで、有益な情報発信、魅力的な科学教

育オンラインコンテンツの配信が可能となり、全国の子育て世代に対し

て「つくばの STEAM教育」を発信することが可能となった。 

参考：つくば STEAMコンパス https://tsukuba-steam.com/ 

 

デジタルを活用

した取組による

成果（成果がわ

かるデータ・数

値） 

【つくばクエスチョンオンライン（2020年３月実施）】 

○ 開催１週間（2020/3/4～2020/3/10）のセッション数：11,215セッション 

○ アクセス地域：75％が市外、地域順では第１位の市内に続き、第２位：大

阪（6.7％）、第３位：横浜（5.64％）と遠隔地からもアクセスを獲得 

【取組全体】 

○ つくば STEAMコンパス開催イベントの延べ参加者数：798名 

○ 本取組で研究者からオンライン指導を受けた参加者が「第 18 回小学生の

ぼうさい探検隊マップコンクール」（主催：日本損害保険協会）まちのぼ

うさいキッズ賞(日本ユネスコ国内委員会会長賞)、「第 62 回自然科学観

察コンクール（主催：毎日新聞社、自然科学観察研究会）健闘賞を受賞 

○ 内閣府総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）教育・人材育成ワーキ

ンググループ「Society 5.0 の実現に向けた教育・人材育成に関する政策

パッケージ（案）」に『１．（４）「時間」「空間」「地域」「地方格差」

の壁を越えるデジタルの力」』の事例として掲載 

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kyouikujinzai/saishu_print.pdf 

本取組の特徴的

な点やデジタル

の活用において

工夫した点 

○ つくばは研究学園都市ではあるものの、「次世代人材への科学教育に熱意

を持っている研究者」と「科学技術に興味関心を持つ子ども」が、個別に

繋がることは難しかった。本取組は、オンラインを活用することで、「な

ぜ？」と思った疑問を「相談したい子ども」×「応えたい研究者」双方の

ニーズをマッチングするとともに、地域の魅力的な科学教育コンテンツと

して発信を可能とした先進的な取組である。 

○ オンラインの活用により、「時間」「空間」「地域」を超えて、つくばの

科学技術リソースへアクセスすることが可能となった。 

○ また、オンラインを活用することで、「ものづくり」「農業」など、地域

の特徴的な地場リソースと教育を掛け合わせることで、他地域でも本取組

と同種の教育環境を子どもたちへ提供することが期待できる。 

今後の展望 

○ 2022年度の取組として、市内小・中学校において GIGA スクール１人１台

端末、オンラインツール、EdTechなどを活用し、科学的に物事を分析する

能力と探求する姿勢を、地域の研究者と一緒に身につける授業を提供する

仕組みづくりを実施し、2023 年度から希望する各校への展開を目指す。 

○ 将来的な展望としては、市内在住・在勤者に各種情報を提供するために市

が導入したスマートフォン向けアプリ「つくスマ」を通じて、個人の興味

関心に応じて科学教育コンテンツ情報を配信できる環境の整備を目指す。 
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・全体像が分かる概要図（含む役割分担）、ポンチ絵、写真等を貼り付けて下さい。（概要図等が無い場合は省略可）。 

・画像等を添付する際は、ファイルが重たくなりすぎないよう、容量および画質調整をお願いします。 

・枠の大きさについては、変更しないで下さい（頁の追加は構いません）。 

・関係者については、漏れがないようにご記載をお願いします。名称については、正式名称でご記載下さい。 

・概要図の一部は、インターネット投票の際の参考情報として転載します。このため、個人情報や取扱に注意を要する情報

が含まれないようにお願いします。 
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